
今後の鳥取県医療費適正化計画及び本委員会について 

 

平成 30 年 3 月 22 日 

 

１ 第三期鳥取県医療費適正化計画に関するスケジュール 

平成 30 年３月末まで 内部決裁の上策定し、公表、関係機関等への周知を行う。 

       ４月以降  計画に記載した事業に取り組みながら目標の達成を目指す。 

 

２ 本委員会について 

（１）役割 

   別紙のとおり 

 

（２）現委員の任期 

   平成 30年 10 月 31 日まで 

  （平成 29年 11 月 30 日に新たに任命された公募委員は、平成 31年 11 月 29 日まで） 

     ⇒改めて選任手続きを行う。 

 

（３）今後の会議開催予定 

○平成 31年１月以降に委員会を開催 

・第三期計画の事業の進捗状況の報告 

・第二期計画の進捗状況の報告（必要な事項を公表） 

  ○以降、毎年１～２回程度開催し、取組の進捗状況を報告（必要な事項を公表） 

  ○次期計画策定年度（2023 年度）は、年３～４回開催 

 

 

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【参考】 

鳥取県医療費適正化計画策定評価委員会運営要綱【抜粋】 

 

（調査審議する事項） 

第２条 委員会は、鳥取県附属機関条例（平成２５年鳥取県条例第５３号）別表第１で定

める事項を調査審議するものとし、その内容は次の各号に掲げるとおりとする。 

（１）高齢者の医療の確保に関する法律（昭和５７年法律第８０号。以下「法」という。） 

第９条第１項による都道府県医療費適正化計画（以下「適正化計画」という。）の策

定（変更を含む。）、法第１１条第１項による進捗状況、同条第２項による適正化計画

の進捗状況に関する調査分析及び法第１２条第１項による適正化計画の実績に関する

評価 

（２）法第９条第９項による適正化計画の実施に係る保険者等への協力要請 

（３）法第１３条による診療報酬に係る厚生労働大臣への意見及び法第１４条第２項の厚

生労働大臣の協議 
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医療費適正化計画策定評価委員会
役割： 医療費適正化計画に関する事項の調査審議

１ 計画の策定（変更を含む。） （法第９条関係）

２ 計画の進捗状況 （法第１１条第１項関係）

３ 進捗状況に関する調査分析 （法第１１条第２項関係）

（進捗管理）
目標及び施策の達成状況等について、計画の初年度と最終年度を除く毎年度、進捗状況を公表

（暫定評価）
計画の最終年度には、進捗状況の調査及び分析の結果の公表を行い、必要に応じて対策を講ずる努力義務

４ 計画の実績評価 （法第１２条第１項関係）
（最終評価）
計画の最終年度の翌年度に、実績に関する評価の実施

５ 計画の実施に係る保険者等への協力要請 （法第９条第９項関係）
・計画の作成及び都道府県医療費適正化計画に基づく施策の実施に関して必要があると認めるとき

６ 診療報酬に係る厚生労働大臣への意見（法第１３条関係）
厚生労働大臣の協議（法第１４条第２項関係）
（法第１３条）
・計画の実績の結果、「医療の効率的な提供の推進に関し、県の達成目標」（第９条第３項第２号）の達成のために必要があると認
めるとき

（法第１４条第２項）

・大臣は、計画の実績評価の結果、「医療の効率的な提供の推進についての国の達成目標」（第８条第４項第２号）及び「医療
の効率的な提供の推進についての県の達成目標」（第９条第３項第２号）を達成し、医療費適正化を推進するために必要がある
と認めるときは、一の都道府県の区域内における診療報酬について、地域の実情を踏まえつつ、適切な医療を各都道府県間
において公平に提供する観点から見て合理的であると認められる範囲内において、他の都道府県の区域内における診療報酬
と異なる定めをすることができる。

→ 大臣は、異なる定めをするに当たつては、あらかじめ、県知事に協議する。

別紙

医療費適正化計画のＰＤＣＡサイクルについて

H30.12 H31.4 ・・・ H35.4 H35.6 H35.9 H35.12 H36.4 H36.12

都道府県

国

【進捗状況の公表】
…計画期間の毎年度、進捗状況の管理を行うために実施

○ 計画に掲げた目標の達成に向けた進捗状況を把握するため、計画期間において初年度及び最終年度以外の毎年度実施。

【進捗状況に関する調査及び分析（暫定評価）】

…次期都道府県計画の作成、国の医療費適正化基本方針の作成に資するために実施

○ 毎年度の進捗状況の公表に加え、各目標の達成状況と、それに対する要因分析を盛り込んだ内容のものを考えている。
計画最終年度の6月末までに提出していただくことを考えている。

【実績評価】

…計画期間の終了後に当該計画期間全体の評価を行うために実施

○ 従来と同様、計画期間終了の翌年度に実施するものであり、暫定評価を確定させる形で、正式な評価書として、報告してい
ただくことを考えている。

毎年度、進捗状況の公表

＊第２期医療費適正化基本方針については、平成24年9月に公布

【第３期医療費適正化計画の流れ】

第四期計画の策定

実績評価
公表・報告

毎年度、進捗状況の公表
基本方針の策定（議論の内容等は
前年度から都道府県と共有）

暫定評価

第四期計画の実施

○ 医療費適正化計画のＰＤＣＡサイクルは、計画に掲げた目標の進捗を把握し、実績医療費の推移も参考としなが
ら、目標達成に向けた取組を進めることが重要。第３期の具体的な内容等は、都道府県とも相談の上、事務連絡等
でお示しする。
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実績評価
公表・報告

平成２９年５月

厚生労働省保険局


